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referencetotheterm “streetwise",iftheword “streets"isread “community".theycanbeseenashavingthepossibilityofbecominganewformofpublicspaceforcooperationwithinthecommunity.Althoughthereexistdifferencesbetweentheresidentsofthecommunitythatresidentsmustcopewithwhenbuildingcommunityunderstanding,waysoflifeandcommonmorals,thereisaneedtomakeuseofthesethingsintheprocessofcreatingahumansettlementsenvironmentinthelargecitiesofAsia.Itispossibletoperceivethistypeofcommunityamodelformulti-habitationenvironmentthatmarkstheendof20
゛Centurysystemofcitygrowthandstagesofdevelopmentandindicatesatransitiontoa21^tCenturydeclineandregenerationofthecity.
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要 約
タイ、アユタヤのコミュニティネットワーク活動に関する事例研究がアジア大都市の定住環境形成
に示唆すること
スラム問題は、21世紀のアジア大都市の定住環境の形成にとって大きな課題である。本稿では都
市政策の一環として、タイの首都バンコクおけるスラム改善方策の変遷をみた上で、古都アユタヤ
において生活・住宅改善活動を実践しているコミュニティの事例研究から得られた知見をもとに、
定住環境形成に対する示唆を考察することをねらいとした。
アユタヤのワットピチャイコミュニティの事例からは、さまざまな生活スタイル、集住意識、地
域組織の構造的関係、混住的（multi-habitat）な環境、さらには彼らを取り巻く都市環境の変遷など
が窺い知れる。こうした複雑な奥行きをもつコミュニティからみて、定住環境の形成には次のよう
な点が重要といえよう。
すなわち、①ライフスタイルへの対応②ライフステージへの対応③コミュニティに対する準拠集
団（referencegroup）意識④ストリートワイズ（Streetwise）⑤地域社会におけるコード（成文化さ
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れていない規範）である。
①と②については、住民の職業、年収、家族構成などとリンクしてくる要因である。生活様式は
ライフステージと共に変化し、それにともなって生活する地域も選択できることが望ましい。この
場合、ひとつは、それぞれに地域の社会的文化的基盤が安定していることが前提条件となろう。い
まひとつは、多様な生活スタイルが選択可能な地域、すなわち出会いや直接的なコミュニケーショ
ンが可能な用途混在型の地域の形成も重要である。
関連して注目すべきは③、④、⑤である。参与観察によってわかったことであるが、コミュニティ
内で路地を挟んで微妙な「差異性」が存在するということである。つまり、コミュニティ住民の出
身地、人種、生業（フォーマルセクターかインフォーマルセクターか）、そして文化などのちがいに
よって、微妙な差異をうみだしている。狭い路地ではあるが、そこ（路地）は自律的な管理のもと
に公共空間としての役割を担っており、住民が他者を理解しようとする生き方、エチケット、モラ
ルライフ、準拠集団としての位置づけをともなう共生の作法が息づいているのである。
タイの社会では、伝統的に互酬性に基づく擬似的兄弟関係（パトロン・クライアント関係）が根
強い。仕事の紹介、生活費の調達、地主との交渉、住民にとって頼りになる親分がリーダーとなっ
て、自治的、地縁的なコミュニティ組織を構築している。ここでストリートフィズについて、スト
リートをコミュニティに読みかえてみるならば、コミュニティでの協働は、新たな公共空間構築の
可能性を担っていると考えられる。差異性をもった住民相互が、混住する中で築いてきた他者を理
解する生き方やモラルが、アジア大都市の定住環境の形成に生かされることが必要である。定住環
境としての混住というモデルは、「20世紀システムの都市成長・発展段階」から「21世紀システムの
都市衰退・再生段階」への変容と考える。
